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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトでは、アメリカや東アジア諸国の政府機関や国際

機関の資料、新聞記事及び雑誌記事を下に、「アジア地域アーキテクチャーAsian regional 
architecture」の形成に関するデータベースの構築を行った。そして、それらの資料、記事及

びデータベースの分析により、アジアにおけるアメリカの地位がアンビバレントであったこと

が、アジアにおいて様々な地域制度を発達させ、アジア地域アーキテクチャーの重層的構造が

形成されたとの暫定的結論を導くことができた。 
 
研究成果の概要（英文）：Under this research project, a database on the formation of Asian 
regional architecture is constructed by using documents on regional policies of US 
government and East Asian countries’ governments, documents by regional institutions 
and articles of newspapers and magazines on a process of development of regional 
institutions in Asia and on US involvement in it.  Analyzing these documents, articles and 
the database resulted in the tentative conclusion that a stratified structure of Asian 
regional architecture has been constructed because the ambivalent position of the United 
States in East Asia stimulated development of various regional institutions in this region. 
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１．研究開始当初の背景 
 1980 年代半ば以降より、世界各地におい

て地域主義が活発化した。アジアにおいて

も、特に 1989 年の APEC の発足以降、上

記のような様々な地域枠組みが今日に至る

まで数多く形成され、そこでは安全保障・

政治、経済、社会・文化など多岐にわたる

地域の問題についての対話や協議、諸協力

が行われるようになった。 
 このような動向に伴い、アジアにおける

地域主義についての研究も 1990 年代半ば
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も地域主義理論の研究とアジアおよびアジ

ア太平洋における諸地域主義の実証研究に

従事してきた。まず、1989 年の APEC の

発足に至るまでの「アジア太平洋」地域概

念の形成過程を、日本とオーストラリアの

政策担当者や知識人らの「地域」認識の変

遷と実際両国が採った地域主義政策に着目

しつつ明らかにした。またその研究と並行

し、ASEAN+3 を中心とする東アジア地域

主義の発展や、アジア協力対話 ACD、ベン

ガル湾多分野技術・経済協力イニシアティ

ブ BIMSTEC など日本ではあまり注目され

ていない様々な類型の地域枠組みの発展に

ついても研究を進めていた。 
 これらの研究を踏まえ、本研究代表者は

アジアにおける諸地域主義やそれに立脚し

た地域枠組みは、個々に分析するよりもむ

しろ重層的構造を持つ一つの複合体として

分析する視点が必要ではないか、と考える

に至り、またなぜそのような重層的構造が

形成されるに至ったかについて関心を持つ

ようになった。 
 同時に、アジアにおける様々な地域主義

の形成と発展におけるアメリカの強い影響

力に、主に二つの側面から着目するように

なった。一つは、アメリカの対アジア認識

とそれを元とするアジアに対する政策の影

響力である。アメリカを包含するアジア太

平洋地域主義（APEC や ARF）の展開につ

いては、アメリカの姿勢や政策がその発展

を大きく左右したことについては多くの研

究が指摘している。また、東アジア経済協

議体 EAEC 構想やアジア通貨基金 AMF 構

想に強く反対したことが、両構想の挫折の

大きな原因の一つであることとも、すでに

多くの研究で明らかにされている。 
 もう一つが、アジア諸国の政策担当者ら

の対米認識が、彼らの地域主義政策や地域

主義についての議論を大きく左右している

ということである。すなわち、各国の政策

担当者らの対米観、特にアメリカの地域に

おける安全保障／政治上、経済上の覇権や

影響力を肯定的に見るのか否定的に見るの

か、あるいはそれが今後も継続していくと

みるか、または長期的な低下傾向にあると

みるか、が彼らに取ってのより好ましい地

域主義のあり方についての判断を大きく規

定している。さらに、この意味での対米観

は、各国間のみならず各国内においても多

様である。しかし、この問題の包括的な研

究はほとんど進んでいなかった。 
 本研究代表者は、このような多様な対米

観が、自国が属するのに好ましい「地域」

とはどのようなものか、についての様々な

議論を生み出していることが、アジア地域

アーキテクチャーの重層的構造をもたらし

ている大きな原因の一つである、という仮

説を立てるに至った。 
 
２．研究の目的 
 近年アジアにおいて、様々な地域枠組み

が協力を推進している状態を一括して「ア

ジア地域アーキテクチャーAsian regional 
architecture」と称するようになってきてい

る。これは、アジア太平洋協力 APEC や、 
ASEAN地域フォーラムARFに見られるア

ジア太平洋地域主義、ASEAN+3 という形

で制度化された東アジア地域主義、そして

東アジアサミット EAS に見られる拡大東

アジア地域主義、東南アジア諸国連合

ASEAN による東南アジア地域主義を中心

として構成されている。そしてこれらの諸

地域主義は併存しつつ発展し、緩やかに相

互連関していることによって、全体として

重層的地域構造を呈している。 
 本研究は、このアジア地域アーキテクチ

ャーの重層的構造の形成に「アメリカ要因」

が大きく作用していたということを明らか

にしようとするものである。すなわち、一

方で覇権国アメリカの対アジア認識、対地

域主義認識とそれを基礎とした諸政策がア

ジアの地域主義のあり方に大きなインパク

トを与えてきたこと、他方でそれらを受け

たアジア諸国の対米認識やそれを元にした

様々な地域主義や地域アイデンティティの

あり方を巡る議論が多様であり、それらを

元に各国が実際に採った地域主義政策も多

様であったこと、これらがアジア地域アー

キテクチャーの重層的構造をもたらしたこ

とを明らかにすることを目的としている。 
 
３．研究の方法 
本研究は、ASEAN+3 が始動した 1997 年

前後から EAS が発足する 2005 年前後に至

る時期を対象とし、またアメリカのみなら

ず日本、中国、韓国、ASEAN 諸国といっ

た様々な国の地域主義政策や各国の政策担

当者の認識に焦点を当てるものである。よ

って、政府の報告書などを中心とする資料

収集、新聞や雑誌あるいは新聞雑誌記事デ

ータベースからの情報収集を元に、アジア



地域アーキテクチャーの生成過程に関する

基礎的なデータベースを作成しながら研究

をすすめた。また、アジア地域アーキテク

チャーや諸地域主義、諸地域枠組みについ

ての先行研究、また各国の地域主義政策や

その際の政策担当者らの認識についての先

行研究についてのデータ集積も行い、分析

に反映させた。 
 
４．研究成果 
 一次資料、二次資料の収集、それらを元に

したデータの集積及びそれらの分析により、

以下のことが改めて確認された。 

 アメリカは、アジア域外に存在する国であ

りながら、アジアに軍事的、政治的そして経

済的に大きな影響力を行使してきた。そうし

たアメリカの特殊なポジションは、アジア諸

国がアメリカを含むアジア太平洋という地域

概念の必要性について認識させることになっ

た。そのことが、アジア太平洋地域概念の下

での地域制度である APEC や ARF を生み出

す要因になった。そして、APEC や ARF に対

する期待は、その地域制度の実効性に疑義が

付されていることから薄らいではいるものの、

アジア太平洋という概念自体の重要性は薄ら

いでいない。それは、FTAAP 構想がその実効

性について疑義が付されながらもAPECの場

で議論が継続していることなどから見て取れ

る。アジア太平洋という地域概念の存在意義

は、アメリカが現実にいまだ影響力を行使す

る中で、アメリカを含まない地域制度が果た

して実効的かどうかについて各国内のエリー

ト間で評価が分かれていることから来ている。 
 他方、アジア諸国間には、アジア諸国のみ

で地域の問題について協議する必要性につい

ての共通認識も存在し、その認識はアジア通

貨危機とそのときのアメリカの対応で強めら

れた。それは、東アジアという地域概念の重

要性についての認識を高め、その地域概念を

基盤とする ASEAN＋３の展開へと繋がった。

EAFTA 構想も、その文脈から捉えられる。

また、特にこのアメリカを加えない形の制度

化は、この地域における自国の存在の重みを

誇示しようとする中国が後押ししていた。 
 しかしながら、アメリカとの安全保障上の

紐帯やその経済上の重要性を特に意識する日

本やシンガポールは、東アジア概念を人種や

文化に立脚した概念から、別のインプリケー

ションを持つ概念に転換しようとした。特に

日本のエリートたちは、アメリカへの配慮か

ら、東アジア地域概念を人権や民主主義と普

遍的価値に立脚した概念に変革しようという

志向性を有していた。また彼らは、中国の存

在感を相対化する必要も認識していた。こう

した一部のアジアにおけるあるべき「東アジ

ア」概念についての認識が存在したことは、

EAS のメンバーに民主主義国であるオース

トラリア、ニュージーランド、インドを加え

たことの大きな理由の一つである。 
 このように、アメリカをどのようにアジア

の制度化の中で位置づけるべきか、というこ

とについては、各国内で様々な意見が存在し

ていた。そのことは、アジアにおいて様々な

地域制度が並行して発達するという現象を生

み出す大きな規定要因の一つであったと考え

られる。すなわち、アジアにおけるアメリカ

の地位がアンビバレントであったことが、ア

ジアにおいて様々な地域制度を発達させ、全

体として重層的構造を呈する「アジア地域ア

ーキテクチャー」が形成されたと暫定的に結

論づけることができる。 
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